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第2548例会

幹事報告    　　　　　　　　　            渡辺 進 幹事

4月11日（水）  PM12:30～13:30
● 筑西市地域活性化プロジェクト｢ちっくタッグ｣
白井佐和子リーダー・大畑芳道サブリーダー

幹

事

報

告

お客様　
● 市民病院長より震災時の寄付を、AED購入の一部に使った

   事に付き感謝の手紙受理 
● ロータリーインターナショナルより、代議委員会投票権

   （国際大会）受理
● 水戸 RC, 水戸西RCより、週報受理

会長挨拶　                          　   　加藤 昌美 会長

羽黒神社 宮司

浜田 人司 氏

4月4日（水）  PM12:30～13:30
● 祝い事・フリー

　皆さんこんにちは。本日のお客様をご紹介致します。羽黒神社宮司の浜田人司様でございます。後ほど卓話をお

願いしてございますが、本日は何かとお忙しい中ようこそおいで下さいました。「おはぐろさん」の呼び名で地域から

大変親しまれている羽黒神社。山形県・出羽三山の権現を勧請したものと伺っておりますが、その歴史は古く 1481

年下館城主・水谷家の守り本尊として奉られたようです。本殿そして絵馬等が県指定文化財ですが、本日は宮司様

より詳しいお話が伺えるものと大変期待をしております。また日曜日の茨城新聞に、大変厳粛な佇まいの羽黒神社の

写真と共に、短編映画「またいつか夏に。」の神輿渡御の記事が載っておりました。1 月末からの 1 週間の撮影には、

市民と行政からなる市活性化組織「ちっくタッグ」が全面的に協力。夜間駅前で行われたクライマックスとなる神輿

渡御のシーンには、市民 350 人が担ぎ手等を演じたそうです。沖縄で開催中の沖縄国際映画祭にも出品され、大変

評判が良いようです。6 月には明野のイル・ブリランテでも上映が計画されているそうですので、ぜひ見てみたいで

すね。

　さて 3 月は識字率向上月間となっております。識字率の向上は 1986 年以来国際ロータリーの強調事項であり、地

域社会で読み書きを向上させるプロジェクトを支援しています。識字率とは、15 歳以上人口に於ける日常生活の簡

単な内容について読み書きができる人の割合を言い、現在約10億人、つまり70億人と言われている世界人口の7分

の1の人々が文字を読む事が出来ないと推測されています。私共下館ロータリークラブは、ネパールに小学校を建設

したり学用品を贈呈したりしておりますが、これらも学業の機会を与えると同時に、識字率の向上にも貢献している

と思われます。インターネットで見ますとネパールの識字率は 48.6% で、男性が 63%、女性が 35% となっています。

ただしこれは数年前の統計の様ですので、現在は大分向上している事でしょう。これからも継続した支援が必要で

すね。以上です。



Is it the TRUTH? Is it fair to all conserned?  Will it build GOODWILL and BETTER FRIEND?  Will it be BENEFICIAL to all concerned?

そ れ は 真 実 か？　そ れ は み ん な に 公 平 か？　そ れ は 好 意 と 友 情 を 更 に 深 め る か？　そ れ は み ん な の た め に な る か？

浜田宮司さん、ようこそお出で下さいました。

本日は卓話楽しみです。

浜田様卓話宜しくお願いします。日曜日に鉾田

RC40周年に行ってきました。

浜田宮司さんようこそいらっしゃいました。本

日は宜しくお願いします。

浜田宮司さんの卓話楽しみです。当社の新入社

員・入社式を 3/31ダイヤモンドホールで行い

ます。一度に学卒者3名を採用するのは初めて

ですが頑張ります。

浜田羽黒神社宮司をお迎えして。

羽黒神社宮司・浜田人司様、卓話有難うござい

ます。

浜田宮司さん宜しくお願いします。今月も

ニューモラルを配布させて戴きます。

羽黒神社・浜田宮司の卓話御苦労様です。

浜田宮司様の卓話を記念して。

浜田宮司さんの卓話楽しみにしてました。

浜田宮司のお話を例会で聞けるとは思って居ま

せんでした。今日まで楽しみにしていました。

浜田人司宮司様ようこそお出で下さいました。

卓話楽しみにしております。宜しくお願い致し

ます。

浜田先生、本日は卓話有難うございます。

浜田宮司様いつもお世話になり有難うございま

す。本日の卓話楽しみです、宜しくお願い致し

ます。

浜田さんの卓話楽しみにしてました。

浜田宮司様、卓話有難うございます。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

部門に協力の意を表したい。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

部門に協力の意を表したい。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

部門に協力の意を表したい。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

加藤 昌美さん

渡辺 進さん

星野 英夫さん

日向野 陽さん

大林 稔さん

小林 一彦さん

関谷 徹さん

新井 利平さん

百目鬼博行さん

細谷 貢さん

鈴木 光則さん

司代 隆之さん

小嶋勝五郎さん

溝口 明洋さん

佐藤 昭さん

篠原 智さん

奥沢 裕二さん

新井 雅勝さん

根岸 隆男さん

中里 泰久さん

スマイルBOX　                      小島 ゆり 委員長

本日の合計　28,000円 / 累計 1,335,000円

出席報告　                                     佐藤 昭 委員長
出 席 欠 席 病 欠 免 除会 員 数例 会 日
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部門に協力の意を表したい。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

部門に協力の意を表したい。

今月も本業を支えてくれた従業員たち、そして

家族に対して感謝し、ロータリアンとして奉仕

部門に協力の意を表したい。

永盛 武さん

河添 康徳さん

■ メークアップ
月   日 メークアップ場所 氏  名

3月22日

2月26日 しもだて紫水RC
稚魚放流 諏訪 哲也さん

奥沢 裕二さん
中丸 健さん
司代 隆之さん
溝口 明洋さん
押田 浩さん
河添 康徳さん

下館ローター
アクトクラブ

3月25日

3月23日

加藤 昌美さん
渡辺 進さん

新井 和雄さん

鉾田RC40周年

ガバナー事務所
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え
る
巫
女

 
 

の
よ
う
な
存
在
。

　

姉
豊
玉
姫
は
古
事
記
、
海
幸
彦･

山
幸
彦
挿
話
に
お
い
て
の
山

幸
彦
（
火
遠
理
命･

ほ
お
り
の
み
こ
と
）
と
結
ば
れ
、
天
津
日
高

日
子
波
限
建
鵜
葺
草
葺
不
合
（(

あ
ま
つ
ひ
こ
ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け

う
か
や
ふ
き
あ
へ
ず
）
を
産
む
が
、
綿
津
見
の
宮
へ
と
帰
る
。
そ

の
後
そ
の
養
育
係
と
し
て
お
く
ら
れ
て
き
た
姫
神
。

さ
ら
に
後
、
不
合
命
と
結
ば
れ
四
子
を
も
う
け
る
。

そ
の
末
子
が
後
の
神
武
天
皇
で
あ
り
ま
す
。

● 

玉
依
姫
の
御
神
徳

子
宝
・
安
産･

縁
結
び･

悪
病
除
け･

災
難
除
け･

豊
作
・
開
運
・
方

位
除
け･

豊
漁･

殖
産
興
業･

商
売
繁
昌
に
長
け
た
神
様
で
す
。

羽
黒
神
社
境
内
に
は
愛
宕
神
社 (

あ
た
ご
じ
ん
じ
ゃ )

本
社
京
都
愛
宕
山
、
大
天
狗
太
郎
坊

　

伊
弉
冉
命
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）

　

火
具
土
神 （
か
ぐ
つ
ち
の
か
み
）

　

神
産
み
に
お
い
て
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
と
の
間
に
生
ま
れ
た

神
。
火
の
神
で
あ
っ
た
た
め
に
、
出
産
時
に
イ
ザ
ナ
ミ
の
陰
部
に

火
傷
が
で
き
、
こ
れ
が
も
と
で
イ
ザ
ナ
ミ
は
死
ん
で
し
ま
う
。
そ

の
後
、
怒
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
に
十
拳
剣｢

天
尾
羽
張
（
ア
メ
ノ
オ
ハ
バ

リ
）｣

で
殺
さ
れ
ま
し
た
。

『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
血
か
ら
、
以
下
の
神
々
が
生
ま
れ
た
。

　

石
折
神(

い
は
さ
く
の
か
み)

　

根
折
神(
ね
さ
く
の
か
み)

　

石
筒
之
男
神(
い
は
つ
つ
の
を
の
か
み )

以
上
三
柱
の
神
は
、
十
拳
剣
の
先
端
か
ら
の
血
が
岩
石
に
落
ち
て

生
成
さ
れ
た
神
々
で
あ
る
。

　

甕
遠
目
神
（
み
か
は
や
ひ
の
か
み
）

　

樋
速
日
神
（
ひ
は
や
ひ
の
か
み
）

　

建
御
雷
之
男
神
（
た
け
み
か
づ
ち
の
を
の
か
み
）

 

　

別
名
は
、
建
布
都
神
（
た
け
ふ
っ
の
か
み
）

 

　

別
名
は
、
豊
布
都
神
（
と
よ
ふ
っ
の
か
み
）

以
上
三
柱
の
神
は
、
十
拳
剣
の
刀
身
の
根
本
か
ら
の
血
が
岩
石
に

落
ち
て
生
成
さ
れ
た
神
々
で
あ
る
。

　

闇
淤
加
美
神
（
く
ら
お
か
み
の
か
み
）

　

闇
御
津
羽
神
（
く
ら
み
つ
は
の
か
み
）

以
上
二
柱
の
神
は
、
十
拳
剣
の
柄
か
ら
の
血
よ
り
生
成
さ
れ
た

神
々
で
す
。

ま
た
、
カ
グ
ツ
チ
の
死
体
か
ら
、
以
下
の
神
々
が
生
ま
れ
た
。

　

正
鹿
山
津
見
神
（
ま
さ
か
や
ま
つ
み
の
か
み
、
頭
か
ら
）

　

淤
縢
山
津
見
神
（
お
ど
や
ま
つ
み
の
か
み
、
胸
か
ら
）

　

奥
山
津
見
神
（
お
く
や
ま
つ
み
の
か
み
、
腹
か
ら
）

　

闇
山
津
見
神
（
く
ら
や
ま
つ
み
の
か
み
、
性
器
か
ら
）

　

志
藝
山
津
見
神
（
し
ぎ
や
ま
つ
み
の
か
み
、
左
手
か
ら
）

　

羽
山
津
見
神
（
は
や
ま
つ
み
の
か
み
、
右
手
か
ら
）

　

原
山
津
見
神
（
は
ら
や
ま
つ
み
の
か
み
、
左
足
か
ら
）

　

戸
山
津
見
神
（
と
や
ま
つ
み
の
か
み
、
右
足
か
ら
）

● 

カ
グ
ツ
チ
の
御
神
徳
は

火
産
霊
神
・
料
理･

商
売
繁
昌･

火
難
除
け
・
防
火
防
災
・
陶
器
焼

き
物･

金
属
精
錬
。

都
の
鎮
火
防
火
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
が
初
め
全
国
八
百
社

程
あ
り
ま
す
。

　

日
限
天
満
宮
（
ひ
き
り
て
ん
ま
ん
ぐ
う
）

　

菅
原
道
真
公･

天
神
さ
ん

　

日
本
の
平
安
時
代
の
貴
族
、
学
者
、
漢
詩
人
、
政
治
家
。

参
議･

菅
原
是
善
の
三
男｡

官
位
は
従
二
位･

右
大
臣
。

贈
正
一
位･

太
政
大
臣
。

　

宇
多
天
皇
に
重
用
さ
れ
寛
平
の
治
を
支
え
た
一
人
で
あ
り
、
醍

醐
朝
で
は
右
大
臣
に
ま
で
昇
っ
た
。
し
か
し
、
左
大
臣
藤
原
時
平

に
讒
訴
（
ざ
ん
そ
）
さ
れ
、
太
宰
府
へ
権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
現

地
で
没
し
た
。
死
後
天
変
地
異
が
多
発
（
主
に
落
雷
）
し
た
こ
と



Is it the TRUTH? Is it fair to all conserned?  Will it build GOODWILL and BETTER FRIEND?  Will it be BENEFICIAL to all concerned?

そ れ は 真 実 か？　そ れ は み ん な に 公 平 か？　そ れ は 好 意 と 友 情 を 更 に 深 め る か？　そ れ は み ん な の た め に な る か？

か
ら
、
怨
霊
（
み
た
ま
）
と
さ
れ
、
信
仰
の
対
象
と
な
る
。

　

現
在
は
生
前
を
鑑
み
、
学
問
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
る
。

● 

御
神
徳

江
戸
時
代　

慈
悲･

正
直
至
誠･

学
問･

文
筆
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

現
在　
　
　

受
験
合
格
・
詩
歌
文
筆
・
芸
能･

学
問
上
達
・
農
業
守

　
　
　
　
　

護
・
厄
除
け･
病
気
平
癒･

冤
罪
を
晴
ら
す
（
裁
判
勝

　
　
　
　
　

利
）

天
神
さ
ん
は
全
国
一
万
四
百
社
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
朋
稲
荷
神
社
（
お
お
と
も
い
な
り
じ
ん
じ
ゃ
）

　

宇
迦
之
御
魂
神
（
う
か
の
み
た
ま
の
か
み
）

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
本
文
に
は
登
場
せ
ず
、
神
産
み
の
第
六
の
一

書
に
お
い
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
飢
え
て
気
力
が
な
い
と

き
に
産
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
名
前
の｢

ウ
カ｣

は
穀
物･

食
物
の
意

味
で
、
穀
物
の
神
で
あ
る
。

　

そ
の
信
仰
の
は
じ
ま
り
は
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
伏
見
稲
荷
山
三

ケ
峰
。
伏
見
稲
荷
大
社
の
主
祭
神｡

稲
荷
神
（
お
稲
荷
さ
ん
）
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

別
名
を
ミ
ケ
ツ
カ
ミ
（
御
饌
津
神
）
と
い
う
。

食
物
を
司
る
神
。

秦
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
農
耕
神｡

氏
の
勢
力
拡
大
と
共
に

信
仰
が
拡
大
し
た
。

イ
ナ
リ
は
稲
生
る
（
い
ね
な
る
）

● 

御
神
徳

　

五
穀
豊
穣･

産
業
興
隆･

商
売
繁
昌｡

家
内
安
全･

芸
能
上
達
・
百

貨
店
・
た
ば
こ･

火
の
神
で
す
。
個
人
の
家
に
祀
ら
れ
る
。

全
国
三
万
二
千
社
。
小
社
を
合
わ
せ
る
と
四
万
〜
五
万
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

勅
祭
社
（
ち
ょ
く
さ
い
し
ゃ
）
と
は
、
祭
礼
に
際
し
て
天
皇
に

よ
り
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
る
（
こ
れ
を
勅
祭
と
い
う
）
神
社
の
こ

と
で
あ
る
。

幣
帛
（
へ
い
は
く
）
と
は
、
神
道
の
祭
祀
に
お
い
て
神
に
奉
献

す
る
も
の
の
う
ち
、
神
饌
以
外
の
も
の
の
総
称
で
あ
る
。
広
義

に
は
神
饌
を
も
含
む
。「
み
て
ぐ
ら
」「
幣
物
（
へ
い
も
つ
）」
と

も
言
う
。「
帛
」
は
布
の
意
味
で
あ
り
、
古
代
に
お
い
て
は
貴
重

で
あ
っ
た
布
帛
が
神
へ
の
捧
げ
物
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
大
抵
、
五
色
絁
・
錦
・
木
綿
・
麻
・
絹
等

に
し
て
、
こ
れ
を
柳
筥
に
納
め
て
奉
奠
せ
ら
る
。

清水の音羽の滝のうせるとも

　　失せたる「○○○○」の出でざるはなし
（三度唱えると家の中の失物がでる）

きよみず おとわ

幣帛（へいはく）


